
資料２ 福島市難病患者災害等緊急時支援体制整備事業について

疾病による身体状況 災害発生時の状況 事業の目的

・移動が困難
（運動麻痺・運動障害）

・自力での避難は困難
・周囲の協力が必要

○災害時に包括的な支援活動を行うことができる
体制整備
・医療、介護依存度が高いという特性を踏まえた
災害時個別支援計画の作成
・行政、保健・医療・福祉機関、地域住民の連携

・医療依存度が高い
（人工呼吸器等を使用）

・災害時も治療が継続
できる体制

１．事業の目的

２．災害時個別支援計画の策定

様 式 内 容

・災害時個別支援計画（様式３） ・緊急時連絡先の確認／フローチャートによる行動確認

・災害等個別支援段階別計画（様式４） ・平時から災害発生後まで、段階別に関係機関の行動を見え
る化。支援の際の行動指針。

・平常時準備内容・役割分担チェックリスト
（様式５）

・医療機器に関する準備と役割分担のチェックリスト

※原則年１回の更新を行う。


